
オンラインソーシャルメディアの愛好
家が頻繁に繰り返すお題目は、「対話は
王様」というフレーズだ。しかし、私
たち Nature の編集者とライターは、ま
ずコンテンツに忠誠を誓う傾向が強い。
Nature のコンテンツに対価を支払う読
者にとって、有益で刺激的なコンテンツ
となるよう、リサーチ、執筆依頼、選定、
創造、あるいはその他のあらゆる方法で、
コンテンツの価値を高めることに労力を
費やす。

しかし、対話という行為が、こうした
我々の努力に新たな価値を生み出すこと
は明らかだ。そこで、Nature は、読者が
Nature のいかなるコンテンツにも直接
応答できるオンラインコメント機能を、
2010 年 3 月 25 日号の週から導入した。

コメントの投稿は、Nature にとって初
めてのことではない。Nature のオンライ
ンニュースサービス（www.nature.com/
news）では、かなり前からコメントの
投稿を認めており、最近のコメントを読
めば、読者の意見の活気や興味深さがわ
かる。例えば、中国での Google に関す
る記事（go.nature.com/FJ6QTm）やメ
キシコで解雇された研究者の記事（go.
nature.com/t75Zn7）を読んでほしい。

ただし、Nature に掲載される研究論文
については、オンラインでの議論は、こ
れよりは相当に控えめなものとなる可能
性が高い。既にコメント投稿を許可した
出版社の経験に照らせば、次のようなこ
とが考えられる。そうなるのもたぶん無
理はない。まず、研究者の中には、論文
誌のウェブサイトという、かなりフォー

マルな場で、論文に対するコメントを投
稿することに威圧感を覚える人がいる
はずだ。また、無用のリスク、例えば同
僚の感情を害したり、自らの不用意なコ
メントによって後々悩まされたりするの
は嫌だと考える人もいるはずだ。それよ
りもっと重要な点は、コメント投稿者に
とって、そのコメントが正式な学術的功
績とならないため、コメントの作成が時
間の無駄のように思われる点である。

こうした理由から、Nature では、こ
れ か ら も 引 き 続 き、 電 子 版 の Brief 
Communications Arising のセクション
で論文に対する正式な応答を掲載してい
くが、このセクションに掲載される小論
文については、査読が行われ、高い受理
基準が適用されることにした。

新たにコメント機能をもたせたものに
ついては、読者に適用される受理基準
を 2 本立てとした。News & Views 記
事、Review 論文と一次研究論文に対す
るコメントについては、審査を行った
後、ウェブサイトでの掲載を許可する。

審査の目的は、法的問題や猥
わいせつ

褻性が明ら
かに認められる投稿や不当な主張である
ことが明白な投稿のみを排除することに
ある。例えば雑学的知識を披歴する投稿
であっても、Nature としては禁止する
つもりはない。しかし、批判的精神をも
つ Nature の読者が相手であることを忘
れずに、それにふさわしい高いレベルの
投稿を期待したい。そうしたコメントが
数多く寄せられることで、無益な情報の
比率を下げ、有益情報の占有率を高めて
いきたいと願っている。

その他のセクションに関するコメント
については、オンラインニュースサービ
スと同様に運用される。投稿されたコメ
ントは直ちにウェブサイトに掲載され、
事前のモニタリングや審査はしない。た
だし、上で述べたのと同じ理由から、読
者から確かな反対があれば、コメントは
速やかに削除する。

なお、コメントを投稿する場合には、
現行の英国名誉毀損法による規制を免れ
ないことにも留意してほしい。同法によ
れば、名誉毀損に関する重い立証責任を
負うのは、コメントの対象となって訴訟
を提起した人ではなく、コメント投稿者
本人である。同じことが米国でも原則的
に適用されている。なお、今回実施され
るアプローチについては、数か月後に再
検討する予定である。 

こうしたことを踏まえたうえで、読者
の皆さんに、多くのコメント投稿をお願
いしたい。これによって科学を巡る対話
がより充実することを望んでいる。 ■
� （翻訳：菊川要）

社 説

Natureのコンテンツにコメントを！

Nature にオンラインコメント投稿機能が導入された。
本誌掲載のすべての記事と論文について、ウェブ上で議論をする道が開かれた。
Nature 読者にふさわしい質の高い対話を期待する。 
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